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特  集特  集
意見交換会

子
育
て
支
援
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
は
。

◦（
平
山
さ
ん
）長
崎
か
ら
篠
栗
に
住
み
、

子
育
て
を
す
る
中
で
役
場
に
「
公
園
は

な
い
で
す
か
」
と
尋
ね
た
ら
、
児
童
館

を
紹
介
さ
れ
子
ど
も
を
連
れ
て
行
っ
た

の
が
第
一
歩
で
す
ね
。

◦（
井
上
さ
ん
）
私
は
転
勤
族
で
愛
媛
に

住
ん
で
い
た
時
か
ら
、
フ※

ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
い
て
、

地
域
と
の
つ
な
が
り
や
お
手
伝
い
が
で

き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
。

◦（
村
島
さ
ん
）
育
休
退
園
な
ど
諸
事
情

を
考
え
、
仕
事
を
辞
め
て
育
児
を
し
て

い
ま
し
た
。
社
会
に
置
き
去
り
に
さ
れ

た
感
覚
で
し
た
が
、
サ※

ロ
ン
の
誘
い
が

あ
り
、
や
っ
て
み
た
ん
で
す
。

問
題
や
課
題
は
。

◦（
平
山
さ
ん
）
児
童
館
を
知
ら
な
い
家

庭
が
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
も
っ
と
情

報
発
信
し
て
ほ
し
い
。
フ
ァ
ミ
サ
ポ
と

学
童
の
連
携
が
大
事
に
な
っ
て
く
る
の

で
は
。

◦（
村
島
さ
ん
）
サ
ロ
ン
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
マ
マ
さ
ん
た
ち
が
、
た
く
さ
ん

い
る
ん
で
す
け
ど
、
ス
タ
ッ
フ
が
足
り

な
く
て
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況
な
の
で
継
続

す
る
の
が
難
し
い
で
す
。

◦（
井
上
さ
ん
）「
ま
か
せ
て
会
員
」
が

ぜ
ん
ぜ
ん
足
り
て
い
な
い
ん
で
す
。

よ
か
っ
た
こ
と
、う
れ
し
か
っ
こ
と
は
。

◦（
平
山
さ
ん
）町
外
の
利
用
者
か
ら「
篠

栗
に
住
み
た
い
」と
言
わ
れ
ま
す
。（
笑)

◦（
村
島
さ
ん
）
社
会
貢
献
活
動
の
大
事

さ
を
知
っ
た
り
、
精
神
の
安
定
に
も
つ

な
が
り
ま
し
た
。
頑
張
れ
る
の
は
、
誰

か
の
た
め
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
思
い

が
あ
る
か
ら
で
す
か
ね
。

◦（
井
上
さ
ん
）
ご
年
配
の
方
と
つ
な

が
っ
た
こ
と
で
す
ね
。今
で
も
つ
な
が
っ

て
い
て
助
け
ら
れ
ま
す
。
マ
マ
や
お
子

さ
ん
か
ら
の
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉

が
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　

勤
め
て
い
た
保
育
園
で
体
調
を
崩
し

て
、
い
つ
も
「
す
い
ま
せ
ん
、
す
い
ま

せ
ん
」
っ
て
謝
っ
て
い
た
ら
園
長
先
生

が
「
す
い
ま
せ
ん
じ
ゃ
な
い
よ
、
あ
り

が
と
う
っ
て
言
い
な
さ
い
。
今
は
苦
し

い
立
場
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
順
番
で

い
つ
か
あ
な
た
が
周
り
の
人
を
助
け
る

順
番
が
来
る
か
ら
ね
。
だ
か
ら
あ
り
が

と
う
っ
て
言
い
な
さ
い
」
っ
て
、
今
で

も
そ
の
言
葉
で
頑
張
れ
て
い
ま
す
。

第29回
子育て支援中の皆さん
　今回は、子育て支援に奮闘中のたけ
のこ児童館スタッフ、子育てをしなが
ら子育て支援もしているファミリーサ
ポート会員、子育てサロンスタッフの
皆さんに、支援に対するそれぞれの想
いを熱く語っていただきました。

助
け
、
助
け
ら
れ
る
は

お
互
い
様

井上　香さん
（ファミリーサポートセンター　会員）

村島　結実さん
（子育てサロン　スタッフ）
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び
込
む
イ
ベ
ン
ト
を
や
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。

　

２
０
２
２
年
、
総
務
省
の
調
査
に
よ

る
と
未
就
学
児
の
育
児
を
し
な
が
ら
働

い
て
い
る
人
の
割
合
は
８
５・
２
％
に
上

り
過
去
最
高
で
あ
る
。
子
育
て
は
、
ス

テ
ー
ジ
が
変
わ
る
ご
と
に
い
ろ
ん
な
課

題
が
出
て
く
る
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
や
夫
婦
共
稼
ぎ
家
庭

が
増
加
す
る
中
で
、
地
域
の
人
同
士
が

子
育
て
を
通
し
て
交
流
を
深
め
る
こ
と

は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る

う
え
で
も
大
事
で
あ
る
。
い
ろ
ん
な
現

場
の
声
が
聞
け
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
う
サ
ー
ビ
ス

や
ア
イ
デ
ア
は
。

◦（
井
上
さ
ん
）「
ま
か
せ
て
会
員
」
の

預
か
り
で
、
空
き
家
や
オ
ア
シ
ス
篠
栗

の
一
室
を
利
用
で
き
な
い
で
す
か
ね
。

集
団
託
児
が
で
き
ま
す
よ
ね
。

◦（
村
島
さ
ん
）
夜
間
の
サ
ー
ビ
ス
が

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。「
助
け

て
ほ
し
い
」
と
思
う
の
は
夜
が
多
い
ん

で
す
ね
。
夜
で
も
フ
ァ
ミ
サ
ポ
み
た
い

な
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
ら
い
い
で
す
ね
。

町
や
議
会
に
望
む
こ
と
は
。

◦（
平
山
さ
ん
）
児
童
館
の
こ
と
を
知
ら

な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
の
で
、
分
か

り
や
す
く
発
信
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

◦（
村
島
さ
ん
）
利
便
性
が
よ
く
て
、
自

然
が
い
っ
ぱ
い
な
の
に
活
か
さ
れ
て
い

な
い
と
思
い
ま
す
。
ベ
ビ
ー
用
品
と
か

の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
、
子
ど
も

の
集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
す
れ
ば
地

域
が
活
性
化
す
る
と
思
い
ま
す
。

　

町
主
催
の
大
人
も
子
供
も
集
ま
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
き
、
い
ろ
ん
な
交
流
が
生

ま
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
創
業
祭
み
た

い
に
大
々
的
に
宣
伝
し
て
ほ
し
い
で
す

ね
。

◦（
井
上
さ
ん
）
篠
栗
町
の
人
は
温
か
い

と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
よ
。
町
に
人
を
呼

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
。

◦（
井
上
さ
ん
）
フ
ァ
ミ
サ
ポ
へ
の
お
願

い
内
容
も
多
様
化
し
て
い
て
、
対
応
が

難
し
い
で
す
。

◦（
平
山
さ
ん
）
年
配
の
方
に
支
援
に
関

わ
っ
て
い
た
だ
い
て
、
昔
遊
び
と
か
取

り
入
れ
て
も
ら
え
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

◦（
村
島
さ
ん
）
い
ろ
ん
な
世
代
の
方
に

関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
、
大

事
で
す
し
助
か
り
ま
す
ね
。

皆
さ
ん
に
知
っ
て
ほ
し
い
こ
と
は
。

◦（
平
山
さ
ん
）
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
自
宅
で

預
か
る
の
が
難
し
い
場
合
は
、
児
童
館

が
利
用
で
き
ま
す
よ
。
ま
た
、
不
登
校

の
居
場
所
づ
く
り
の
取
り
組
み
も
は
じ

め
て
い
ま
す
よ
。

　

日
曜
保
育
も
３
児
童
館
の
ど
こ
か
で

や
っ
て
い
ま
す
。
授
乳
室
が
完
備
さ
れ

て
い
る
館
も
あ
り
ま
す
よ
。

平山　雅子さん
（たけのこ児童館　スタッフ）

詳
し
く
は

社
会
福
祉
協
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で

※
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

育
児
の
援
助
を
依
頼
し
た
い
人
（
お
ね

が
い
会
員
）
と
育
児
の
援
助
を
提
供
す
る

人
（
ま
か
せ
て
会
員
）
の
会
員
制
の
相
互

援
助
活
動
組
織
。
篠
栗
・
久
山
フ
ァ
ミ
リ
ー

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
、
篠
栗
町
お
よ
び

久
山
町
の
広
域
で
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。詳しくはコチラ

※
サ
ロ
ン
（
ふ
れ
あ
い
・
子
育
て
サ
ロ
ン
）

　
子
育
て
中
の
親
子
が
気
軽
に
集
い
、様
々

な
活
動
を
通
し
て
交
流
を
深
め
、
互
い
に

支
え
合
う
仲
間
づ
く
り
の
場
を
支
援
し
て

い
る
。

　
地
域
の
皆
さ
ま
の
協
力
の
も
と
公
民
館

を
借
り
て
、
地
域
の
お
母
さ
ん
た
ち
が
中

心
と
な
っ
て
子
育

て
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
い
る
。

詳しくはコチラ
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条
　
　
例

出
産
被
保
険
者
の

保
険
税
を
減
額

篠
栗
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
86
号
）

　

本
議
案
は
、
篠
栗
町
国
民
健
康
保
険
の
出
産
被
保
険

者
に
つ
い
て
、
産
前
産
後
期
間
に
係
る
国
民
健
康
保
険

税
の
減
額
を
定
め
る
た
め
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
。

　
令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
施
行
。

　
12
月
４
日
か
ら
12
日
ま
で
９
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
総
務
建
設
・
文
教
厚
生
両
常
任
委
員
会
、
予
算
特
別
委
員
会
に
お
い
て
、
町
長
提
案
の
条

例
案
や
補
正
予
算
案
な
ど
８
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
各
議
案
に
対
す
る
賛
否
一
覧
を
７
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

12月定例会12月定例会

【
対
象
者
】

　

令
和
５
年
11
月
１
日
以
降
に
出
産
予
定
の
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
（
出
産
被
保
険
者
）

※�

妊
娠
85
日
（
４
か
月
）
以
上
の
出
産
が
対
象
（
死
産
、

流
産
、早
産
お
よ
び
人
工
妊
娠
中
絶
の
場
合
を
含
む
。）

※�

出
産
予
定
日
の
６
か
月
前
か
ら
届
出
が
で
き
、
出
産

後
の
届
出
も
可
能

︻
減
額
方
法
】

　

出
産
被
保
険
者
が
そ
の
年
度
に
納
め
る
世
帯
の
国
⺠

健
康
保
険
税
の
所
得
割
額
と
均
等
割
額(

低
所
得
世
帯
の

軽
減
適
用
が
あ
る
場
合
は
軽
減
後
の
額
）
を
１
／
12
し

た
額
に
産
前
産
後
期
間
（
単
胎
妊
娠
は
最
大
４
か
月
、

多
胎
妊
娠
は
最
大
６
か
月
）
を
乗
じ
て
得
た
額
を
保
険

税
額
か
ら
減
額
。

全員賛成可決

単胎の場合 多胎の場合
３か月前
２か月前
１か月前

出産予定月 出産予定月 出産予定月
１か月後
２か月後
３か月後

減額となる産前産後期間

出産被保険者本人の
産前産後期間の保険税
（所得割・均等割）を一部減額

出産被保険者が属する世帯

概略図
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篠
栗
町
葬
祭
場（
天
空
会
館
）

社
会
福
祉
協
議
協
会
を
再
指
定

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て�

（
議
案
第
87
号
）

　

篠
栗
町
葬
祭
場
（
天
空
会
館
）
の
指
定
管
理
期
間
が

終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
篠
栗
町
社
会
福
祉
協

議
会
を
指
定
す
る
も
の
。

　
期
間　

�

令
和
６
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日

（
５
年
間
）

問　

�

施
設
の
改
修
が
発
生
し
た
場
合
、
工
事
費
用
の
負

担
に
つ
い
て
取
り
決
め
は
あ
る
の
か
。

答　

�

軽
微
な
も
の
は
、
指
定
管
理
者
が
実
施
し
、
大
規

模
な
工
事
は
町
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
。

問　

�

選
定
委
員
の
構
成
は
。

答　

�

学
識
経
験
者
１
名
、

専
門
的
知
識
者
２
名
、

副
町
長
、
担
当
課
長

の
５
名
。

町
長
の
専
決
処
分
事
項
に
住
居�

表
示
に
関
す
る
規
定
を
追
加

篠
栗
町
長
の
専
決
処
分
事
項
の
指
定
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に

つ
い
て�

（
発
議
第
５
号
）

　

本
議
案
は
、
住
居
表
示
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
住

居
表
示
の
実
施
、
地
方
自
治
法
第
２
６
０
条
第
１
項
の

規
定
に
よ
る
処
分
、
ま
た
は
土
地
の
表
示
に
関
す
る
登

記
に
伴
い
、
町
の
行
政
機
関
若
し
く
は
公
の
施
設
の
位

置
の
表
示
ま
た
は
行
政
機
関
の
所
管
す
る
区
域
そ
の
他

の
名
称
が
変
更
さ
れ
た
場
合
に
、
当
該
変
更
に
対
応
す

る
た
め
、
規
定
を
追
加
す
る
も
の
。

　
公
布
の
日
か
ら
施
行
。

～
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
規
定
～

　
「
条
例
の
主
旨
を
変
更
し
な
い
範
囲
の
字
句
の
修
正
又
は

法
令
の
改
正
に
伴
う
引
用
法
令
名
、
引
用
条
項
等
の
整
理

を
行
う
条
例
の
改
正
に
関
す
る
こ
と
。」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

全員賛成可決

全員賛成可決

地
方
自
治
法
第
２
６
０
条
第
１
項
…

　

市
町
村
長
は
、
政
令
で
特
別
の
定
め
を
す
る
場
合
を
除
く

ほ
か
、
市
町
村
の
区
域
内
の
町
若
し
く
は
字
の
区
域
を
新
た
に

画
し
若
し
く
は
こ
れ
を
廃
止
し
、
又
は
町
若
し
く
は
字
の
区
域

若
し
く
は
そ
の
名
称
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
市

町
村
の
議
会
の
議
決
を
経
て
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

補 正 予 算
各会計補正予算（議案第88号～89号）
会計別の補正予算額は下記のとおり。� （万円未満四捨五入）

会　　　計 補　正　額 補正後予算額

一般会計 ３億７２６１万円 １２５億４３２１万円

国民健康保険特別会計 ９３２万円 ２８億４１６２万円

一般会計の主な歳入
地方交付税 ６６３９万円

国庫支出金 ２億８８７６万円

※一般会計補正予算の主な歳出は次のページ

篠栗町葬祭場（天空会館）

Q

A
&
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一般会計補正予算の主な歳出

【債務負担行為って？】
　契約年に基づき、翌年度以降予算が必要な事業に対しその期間の予算を確保する行為

【教育費】各小中学校

特別支援学級増室関連備品購入費

２０７５万円
・電子黒板、教師用パソコン等購入費

Q A&
　 �各小中学校における特別支援学級の増加によ
り、校舎の分割で教室を賄えるのか。

　 �今後の状況により、増設や別棟の検討をして
いく必要がある。

問

答

【債務負担行為】※

庁舎耐震補強工事

３億円
・�壁厚コンクリート
増打ち
・�耐震コンクリート
壁設置
� など

Q A&
　 �庁舎の移転・建設の話はどうなったのか。
　 �現庁舎において、庁舎内での工事施工により、
新耐震にかなう補強工事が可能であるとの結
論に達した。

問
答

【民生費】

電⼒・ガス・⾷料品等
価格⾼騰緊急⽀援給付費

２億４９７３万円
・�物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計へ
の影響が⼤きい住⺠税⾮課税世帯などを対象
に１世帯あたり７万円を⽀給するもの。

【情報政策費】

特定健診・特定保健指導改正に伴う
システム改修業務委託料

１５１３万円
・�厚⽣労働省「第４期特定健診・特定保健指導」
における検査項⽬等の変更に伴う健康管理シ
ステムの改修委託料

篠栗町役場
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議 決 結 果 一 覧 表
議案 議　案　名　/　内　容 議決結果

11　
月　
臨　
時　
会

77

篠栗町一般職の職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定
について
人事院の給与改定に関する勧告により、国に準じた措置を講じる必要が
生じたため、本条例の一部を改正するもの

全員賛成原案可決

78
令和５年度篠栗町一般会計補正予算（第６号）について
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ3620万円を追加し、歳入歳出
予算の総額を歳入歳出それぞれ121億7061万円とするもの

全員賛成原案可決

79
令和５年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ120万円を追加し、歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ28億3230万円とするもの

全員賛成原案可決

80
令和５年度篠栗町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）について
歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ61万円を追加し、歳入歳出予
算の総額を歳入歳出それぞれ４億9160万円とするもの

全員賛成原案可決

81
令和５年度篠栗町水道事業会計補正予算（第２号）について
水道事業費用の予定額に、77万円を追加し、総額を５億5146万円とす
るもの

全員賛成原案可決

82

令和５年度篠栗町流域関連公共下水道事業会計補正予算（第２号）につ
いて
下水道事業費用の予定額に、61万円を追加し、総額を８億8588万円と
するもの

全員賛成原案可決

12　
月　
定　
例　
会

83
職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例の制定について
改正の主な内容は、育児休業をしている職員の勤勉手当の支給に関し、
会計年度任用職員を除外している規定を削るもの

全員賛成原案可決

84

篠栗町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例の一部を改正
する条例の制定について
改正の主な内容は、会計年度任用職員の給与に勤勉手当を追加し、支給
に係る規定を追加するもの

全員賛成原案可決

85

篠栗町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業並びに特定子ども・
子育て支援施設等の運営に関する基準を定める条例及び篠栗町家庭的保
育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条
例の制定について
改正の主な内容は、特定教育・保育施設の運営基準を定める際の従うべ
き基準を整理するもの

全員賛成原案可決

86
篠栗町国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について
篠栗町国民健康保険の出産被保険者について産前産後期間に係る国民健
康保険税の減額を定めるため本条例の一部を改正するもの

全員賛成原案可決

87
指定管理者の指定について
篠栗町葬祭場の現指定管理者、社会福祉法人 篠栗町社会福祉協議会が
令和６年３月31日で指定期間終了となるため、再指定を行うもの

全員賛成原案可決

88
令和５年度篠栗町一般会計補正予算（第７号）について
歳入歳出それぞれ３億7261万円を追加し、予算総額を歳入歳出それぞ
れ125億4321万円とするもの

全員賛成原案可決

89
令和５年度篠栗町国民健康保険特別会計補正予算（第４号）について
歳入歳出それぞれ932万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出そ
れぞれ28億4162万円とするもの

全員賛成原案可決

発議第５号

篠栗町長の専決処分事項の指定に関する条例の一部を改正する条例の制
定について
専決処分にすることができる事項について、住居表示に関する法律に基
づく住居表示の実施による変更等に対応するため関係条例の改正を行う
ことを追加するもの

全員賛成原案可決

（万円未満四捨五入）
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総
務
建
設
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

総
務
建
設
・
文
教
厚
生
常
任
委
員
会
研
修

�

（
令
和
５
年
10
月
20
日
）

　
発
災
後
72
時
間
を
ど
う
生
き
残
る
か
と
い
う
防
災

体
験
学
習
ツ
ア
ー
や
、
被
災
地
や
避
難
所
の
様
子
を

再
現
し
た
展
示
や
防
災
グ
ッ
ズ
を
視
察
。
実
体
験
か

ら
学
ぶ
防
災
訓
練
や
防
災
教
育
の
重
要
性
を
再
確
認

し
た
。

東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
視
察
（
東
京
都
江
東
区
）

総
務
建
設
常
任
委
員
会

総
務
建
設
常
任
委
員
会
視
察
研
修

�

（
令
和
５
年
10
月
19
日
）

・
防
災
ア
プ
リ
の
仕
組
み
と
活
用
状
況

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
活
用
し
た
、
防
災
ア
プ
リ
の

仕
組
み
と
導
入
自
治
体
の
活
用
状
況
を
視
察
し
た
。

　

防
災
情
報
や
災
害
情
報
、
避
難
所
情
報
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
な
ど
ア
プ
リ
内
で
情
報
収
集
が
可
能
で
あ

る
。
現
行
の
防
災
行
政
無
線
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
の
連
動
も

可
能
。
非
常
時
の
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
情
報
収
集
の

重
要
性
を
再
認
識
し
た
。
本
町
で
も
費
用
対
効
果
で

検
討
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

西
菱
電
機
株
式
会
社
（
東
京
都
）

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

�

（
令
和
５
年
10
月
19
日
）

①
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン・サ
ポ
ー
ト
事
業

②
終
活
情
報
登
録
伝
達
事
業

　

頼
れ
る
家
族
が
い
な
い
と
、
人
生
最
終
版
は
困
難

に
直
面
す
る
。
終
活
情
報
を
役
所
が
関
れ
ば
認
識
を

地
域
で
共
有
さ
れ
、
関
係
機
関
の
連
携
は
う
ま
く
運

ぶ
。
本
町
に
可
能
な
も
の
を
提
案
し
て
い
き
た
い
。

横
須
賀
市
役
所
（
神
奈
川
県
）

東京臨海広域防災公園の防災体験ゾーン
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広
報
広
聴
委
員
会

そ
の
他
議
員
研
修

全
国
町
村
議
会
議
長
会
主
催

町
村
議
会
広
報
研
修
会

�

（
令
和
５
年
９
月
26
日
～
27
日
）

森
林・林
業・林
産
業
活
性
化

九
州
大
会

�

（
令
和
５
年
10
月
31
日
）

　

研
修
で
は
、
権
利
侵
害
等
の
法
律

知
識
や
広
報
紙
面
の
企
画
編
集
ノ
ウ

ハ
ウ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
設
定
な
ど
デ
ザ

イ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
を
学
ん
だ
。
今
回

得
た
貴
重
な
知
見
を
活
か
し
、
広
報

広
聴
活
動
を
充
実
さ
せ
て
い
き
た

い
。

　
森
林
は
、木
材
の
供
給
、国
土
の
保

全
、水
源
の
涵
養
、地
球
温
暖
化
の
防

止
、
生
物
多
様
性
の
保
全
等
の
多
面

的
な
機
能
の
発
揮
を
通
じ
て
、
人
々

の
日
常
生
活
に
様
々
な
恵
み
を
も
た

ら
し
て
い
る
こ
と
を
再
認
識
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
は
、

人
と
人
の
繋
が
り
と
豊
か
な
表
現（
デ

ザ
イ
ン
）が
力
を
発
揮
す
る
こ
と
を
学

ん
だ
。本
町
で
も
提
案
し
て
い
き
た
い
。

（
東
京
千
代
田
区　
日
経
ホ
ー
ル
）

　
（
熊
本
城
ホ
ー
ル
）

福
岡
県
町
村
議
会

広
報
研
修
会

�

（
令
和
５
年
11
月
22
日
）

議
会
関
係
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

根
絶
の
た
め
の
議
員
研
修

�

（
令
和
５
年
11
月
13
日
）

　

広
報
紙
制
作
に
お
け
る
住
民
に
伝

わ
る
紙
面
編
集
や
表
現
な
ど
に
つ
い

て
知
識
を
得
た
。
午
後
か
ら
は
、
各

議
会
ご
と
に
広
報
紙
面
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
受
け
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
あ
っ

た
。
な
ぜ
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
て

い
る
の
か
、
活
動
内
容
を
ど
う
や
っ

て
伝
え
る
の
か
な
ど
基
本
に
立
ち
返

る
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
た
。

　

議
会
全
体
で
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
、
意
識
改
革
を
行

い
、
防
止
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

（
博
多
サ
ン
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル
）

（
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
福
岡
）
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　一般質問とは、議員が執行部に、その町の行政全般の事務執行状況や政
策方針などについて、報告や説明を求め、所信や疑問を尋ねることです。
　年４回開催される定例会の中で行うもので、臨時会では行いません。
　ここに掲載したのは要約で、質問者本人の原稿をもとに作成しています。
議事録の全文は議会事務局・町立図書館・クリエイト篠栗・オアシス篠栗・
各公民分館および町ホームページで閲覧できます。

５
人
が
一
般
質
問

こ
こ
を
ど
う
す
る
!?

１．太郎良　瞳　議員���������������� 11
　　・買い物弱者支援を問う

２．横山　和輝　議員���������������� 12
　　・やまやの無断駐車を禁止すべきでは

３．崎山　佐穂　議員���������������� 13
　　・デジタル改革の方針を問う　

４．吉本　文枝　　議員��������������� 14
　　・HPVワクチン接種の推進を
　　・男性のHPVワクチン接種費用の助成を

５．品川　静　議員����������������� 15
　　・不登校児童生徒に『学びの機会』の充実を
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買い物弱者支援を問う
町長「�課題解決に向けた努力をしなければ

ならない」
　
全
国
的
に
高
齢
化
が
進
み
、
外
出

や
買
い
物
に
行
く
こ
と
が
困
難
に
な

り
、
買
い
物
弱
者
が
増
え
て
く
る
と

思
わ
れ
る
。

　
オ
ア
シ
ス
バ
ス
を
利
用
し
て
の
買

い
物
や
、
移
動
販
売
を
利
用
し
て
い

る
人
も
い
る
が
、
不
便
さ
を
感
じ
て

い
る
人
は
少
な
く
な
い
。

　
高
齢
者
が
買
い
物
な
ど
に
出
掛
け

な
く
な
る
と
孤
独
を
感
じ
た
り
、
食

生
活
に
お
い
て
栄
養
が
偏
り
健
康
に

害
を
及
ぼ
す
こ
と
も
出
て
く
る
と
思

い
次
の
こ
と
を
尋
ね
る
。

問
　
買
い
物
弱
者
支
援
や
移
動
販
売
の

実
態
を
把
握
し
て
い
る
か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　
買
い
物
弱
者
に
つ
い
て
は
、
福
祉

部
局
や
、
商
工
会
な
ど
の
関
係
団
体

と
情
報
を
共
有
し
、
必
要
に
応
じ
て

実
態
調
査
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

　

移
動
販
売
の
実
態
に
つ
い
て
は
、

町
や
商
工
会
に
お
い
て
は
把
握
で
き

て
な
い
。

問
　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や
ニ
ー
ズ
に

あ
っ
た
支
援
の
方
法
を
考
え
て
い
る

か
。

答
【
産
業
観
光
課
長
】

　

買
い
物
弱
者
支
援
に
つ
い
て
は
、

関
係
部
局
が
横
断
的
に
連
携
し
、
行

政
、
民
間
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

官
民
協
働
で
継
続
的
に
取
り
組
む
方

策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
移
動
販
売
事
業
参
入
の
問
い
合
わ

せ
が
あ
っ
た
際
は
、
福
岡
県
移
動

ス
ー
パ
ー
参
入
促
進
費
補
助
金
な
ど

の
、
国
県
の
補
助
金
の
活
用
を
推
奨

し
て
い
る
。

問
　
買
い
物
等
、
家
か
ら
出
や
す
い
環

境
整
備
の
た
め
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

バ
ス
や
オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス
な
ど
の

導
入
を
考
え
て
い
る
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
糟
屋
中
南
部
圏
域
に
お
い
て
、
地

域
公
共
交
通
対
策
が
協
議
さ
れ
て
お

り
、
近
隣
町
と
の
広
域
的
な
交
通
な

ど
も
踏
ま
え
、
町
の
環
境
整
備
は
、

町
民
の
方
々
の
移
動
の
利
便
性
を
考

慮
し
、
オ
ア
シ
ス
バ
ス
活
用
な
ど
も

含
め
、
検
討
し
て
い
く
。

問
　
買
い
物
支
援
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
こ
と
な
ど
幅
広
く
考
え
て

い
る
か
。

答
【
町
長
】

　

社
会
福
祉
協
議
会
が
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
と
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
に
対
応
し
て
い
る
。

　
今
後
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
幅
広

く
ビ
ジ
ネ
ス
と
し
て
対
応
で
き
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い
く
流

れ
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
民
間
の
小
売

店
な
ど
が
、
助
成
金
等
を
使
っ
て
支

援
が
で
き
る
よ
う
な
高
齢
者
に
対
す

る
手
当
を
し
っ
か
り
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。

太郎良 瞳

福
祉
バ
ス(

オ
ア
シ
ス
バ
ス)

　

オ
ア
シ
ス
篠
栗
利
用
者
用
の
無

料
巡
回
バ
ス
。
利
用
は
道
路
運
送

法
上
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗
利
用
者
な

ど
特
定
の
方
に
限
ら
れ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

　

運
行
に
つ
い
て
は
、
警
察
と
の

協
議
が
必
要
と
な
る
。
運
賃
は
有

料
だ
が
、
誰
で
も
利
用
が
可
能
で
、

ど
の
バ
ス
停
で
も
乗
り
降
り
自
由

と
な
る
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
バ
ス

　

相
乗
り
で
利
用
す
る
予
約
制
の

バ
ス
。
既
定
の
経
路
や
時
刻
表
は

な
い
が
、
目
的
地
近
く
で
の
乗
降

が
可
能
。
運
賃
は
有
料
。
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篠栗北地区産業団地駐車場等整備図

横山 和輝

問
　
北
地
区
産
業
団
地
の
事
業
用
地
１

に
は
イ
ベ
ン
ト
広
場
や
来
訪
者
用
駐

車
場
の
表
示
板
や
案
内
板
が
な
い
た

め
、
全
て
の
駐
車
場
を
や
ま
や
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
※
以
下
、

や
ま
や
）
が
所
有
し
て
い
る
と
勘
違

い
す
る
人
も
い
る
。

　
や
ま
や
も
当
初
、
今
イ
ベ
ン
ト
広

場
に
な
っ
て
い
る
町
有
地
を
含
め
、

購
入
予
定
で
あ
っ
た
が
、
経
費
的
理

由
も
あ
り
当
初
の
計
画
よ
り
か
な
り

少
な
い
面
積
を
購
入
す
る
こ
と
に

な
っ
た
と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
現
状
は
相
変
わ
ら
ず
多

く
の
や
ま
や
関
係
の
車
両
が
町
有

地
、
国
有
地
に
駐
車
し
て
い
る
の
を

見
る
と
、
町
か
ら
自
由
に
駐
車
し
て

よ
い
と
の
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て
い

る
の
で
は
と
思
っ
た
り
も
す
る
。
強

く
抗
議
し
、
乗
り
入
れ
を
禁
止
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

答
【
ま
ち
づ
く
り
課
長
】

　
国
有
地
に
つ
い
て
は
、
福
岡
国
道

事
務
所
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、「
国

と
し
て
は
駐
車
場
用
地
と
し
て
占
有

の
許
可
を
し
て
お
り
、
だ
れ
か
れ
を

問
う
も
の
で
は
な
い
」
と
の
回
答
で

あ
っ
た
。

　
や
ま
や
は
９
月
か
ら
社
員
車
両
削

減
対
策
と
し
て
、
篠
栗
駅
か
ら
の
送

迎
者
対
応
が
行
わ
れ
て
い
る
。
町
と

し
て
も
、
さ
ら
な
る
対
応
を
訴
え
、

か
つ
対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
造
成
費
と
舖
装
費
で
４
億
円
以
上

の
町
費
を
費
や
し
て
整
備
し
た
と
こ

ろ
を
４
月
か
ら
半
年
以
上
無
断
駐
車

し
て
い
る
。
検
討
で
は
な
く
、
今
す

ぐ
に
で
も
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
す

べ
き
で
は
。

答
【
町
長
】

　
イ
ベ
ン
ト
の
際
に
は
、
や
ま
や
の

土
地
も
含
め
て
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て

い
る
と
い
う
相
互
利
用
に
よ
っ
て
、

町
の
交
流
人
口
、
い
ろ
い
ろ
な
対
応

を
し
て
、
に
ぎ
や
か
さ
を
取
り
戻
そ

う
と
し
て
い
る
も
の
で
、
一
つ
の
意

見
と
し
て
承
る
。

　

博
多
駅
の
や
ま
や
の
ブ
ー
ス
で

は
、
篠
栗
町
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
置

い
て
も
ら
っ
て
い
る
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
相
互
利
用
の
一
環
と

し
て
や
っ
て
い
る
。

問
　
町
の
宣
伝
を
し
て
い
る
の
で
、
駐

車
場
は
利
用
し
て
い
い
と
聞
こ
え
る

が
、
た
だ
ロ
ー
プ
を
張
っ
て
、
こ
こ

が
イ
ベ
ン
ト
広
場
、
来
訪
者
駐
車
場

と
分
け
れ
ば
い
い
だ
け
で
は
な
い
か
。

答
【
町
長
】

　
区
分
け
す
る
意
思
は
全
く
な
い
。

問
　

黙
認
し
て
い
る
状
況
を
見
る
と
、

町
長
が
や
ま
や
に
弱
み
を
握
ら
れ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
【
町
長
】

　
自
信
を
も
っ
て
、
弱
み
を
握
ら
れ

て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。

やまやの無断駐車を
禁止すべきでは

町長「�相互利用の一環、行う意思は全くない」

③

④ ⓪

②

①

③

④ ⓪

②

①
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崎山 佐穂

デジタル改革の方針を問う
財産活用課長「�ITによる効果的な業務改善を追求し、

住民サービスの向上に努めていく」
　

Ｄ※

Ｘ
と
は
進
化
し
た
Ｉ
Ｔ
技
術
を

も
っ
て
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も

の
へ
と
変
革
さ
せ
る
と
い
う
概
念
で

あ
る
。

　

モ
バ
イ
ル
社
会
研
究
所
に
よ
る

と
、
２
０
２
３
年
の
時
点
で
日
本
国

内
の
携
帯
所
有
者
の
う
ち
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
比
率
は
96・
３
％
、
統
計
上

１
番
利
用
の
少
な
い
層
の
70
歳
代
で

は
79
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
町
の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
運

用
が
約
２
年
以
上
経
過
し
て
い
る
。

人
口
比
の
利
用
率
が
33
パ
ー
セ
ン
ト

と
糟
屋
郡
内
１
位
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
住
民
も
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し
て
い
る

と
考
え
る
一
方
で
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申

請
は
あ
ま
り
進
ん
で
い
な
い
。

　
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
２
つ
質
問

す
る
。

問
　
保
育
所
の
申
し
込
み
や
各
種
施
設

の
利
用
申
請
を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
す
る

こ
と
で
、
町
民
の
利
便
性
や
行
政
の

業
務
効
率
が
上
が
る
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。

　
今
後
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
進
め

て
い
く
予
定
か
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
保
育
所
の
申
請
は
公
平
か
つ
正
当

な
審
査
を
行
う
と
と
も
に
、
家
庭
の

状
況
に
対
応
で
き
る
よ
う
対
面
で
申

請
書
類
を
確
認
し
受
理
し
て
い
る
。

　

来
庁
の
負
担
を
軽
減
す
る
目
的

で
、
デ
ジ
タ
ル
庁
の
申
請
シ
ス
テ
ム

「
ぴ
っ
た
り
サ
ー
ビ
ス
」
が
あ
る
が
、

対
面
で
の
確
認
作
業
を
要
す
る
た
め

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
は
実
施
し
て
い
な

い
。
社
会
体
育
施
設
の
予
約
状
況
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で
き
る
が
オ

ン
ラ
イ
ン
予
約
に
至
っ
て
い
な
い
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
も
増
え
て
い
る
た
め
現
状

の
把
握
に
努
め
、
そ
の
他
の
施
設
に

関
し
て
も
導
入
を
考
え
て
い
く
。

問
　

Ｄ
Ｘ
を
進
め
る
上
で
、
デ
ジ
タ
ル

に
強
く
な
い
住
民
を
置
き
去
り
に
し

な
い
た
め
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
。

町
で
の
取
り
組
み
は
。

答
【
財
産
活
用
課
長
】

　
福
岡
工
業
大
学
の
学
生
に
よ
る
高

齢
者
向
け
の
ス
マ
ホ
講
座
や
、
総
務

省
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援
推
進
事
業

を
活
用
し
た
ス
マ
ホ
講
座
を
開
催
予

定
。
社
会
教
育
課
も
令
和
５
年
に
３

回
ス
マ
ホ
教
室
を
実
施
し
好
評
だ
っ

た
。

　
今
後
も
ス
マ
ホ
利
用
に
関
す
る
不

安
を
少
し
で
も
払
拭
し
て
い
く
。
町

全
体
で
Ｉ
Ｔ
に
よ
る
効
果
的
な
業
務

改
善
を
追
求
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
進
め
て
い
き

た
い
。

開庁時間に来庁しなくても、施設の申請や
サービスが受けられる事で利便性が向上
する。

※�

Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　
デ
ジ
タ
ル
が
浸
透
し
て
、
今
ま
で

一
般
的
と
さ
れ
て
い
た
事
を
超
え
て

世
の
中
が
便
利
に
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
。
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吉本 文枝

　
国
は
、
子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
令
和
４

年
４
月
か
ら
積
極
的
勧
奨
を
再
開

し
、
キ※
１

ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種
が
設
け

ら
れ
た
。

　
平
成
９
年
度
生
ま
れ
か
ら
平
成
19

年
度
生
ま
れ
の
方
は
、
令
和
６
年
９

月
ま
で
に
１
回
目
接
種
し
な
け
れ
ば

３
回
接
種
を
済
ま
せ
ら
れ
な
い
。
期

間
を
過
ぎ
れ
ば
自※
２

己
負
担
と
な
る
。

将
来
の
子
宮
頸
が
ん
罹
患
を
減
ら
す

に
は
、
こ
の
機
会
に
接
種
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
。

問
　
接
種
の
方
法
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
指
定
医
療
機
関
に
予
約
し
接
種
。

問
　
学
校
で
子
宮
頸
が
ん
は
予
防
で
き

る
と
学
ぶ
か
。

答
【
健
康
課
長
】

　
子
宮
頸
が
ん
に
特
化
し
て
い
な
い

が
、
が
ん
の
原
因
と
予
防
に
つ
い
て

学
ぶ
。

問
　
保
護
者
へ
の
周
知
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
保
護
者
に
は
チ
ラ
シ
を
配
布
し
て

い
る
。
町
内
の
医
療
機
関
で
は
、
対

象
者
に
声
か
け
な
ど
協
力
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
今
後
も
オ
ア
シ
ス
篠
栗
で
の
検
診

や
イ
ベ
ン
ト
で
の
啓
発
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
広
く
周
知
、

推
進
し
て
い
く
。

問
　
未
接
種
の
方
へ
の
再
通
知
や
予
約

の
仕
方
の
工
夫
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
一
部
医
療
機
関
で
は
24
時
間
ウ
ェ

ブ
予
約
で
き
る
。
予
約
方
法
な
ど
工

夫
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い
く
。

問
　
対
象
者
ご
自
身
の
接
種
状
況
の
確

認
方
法
は
。

問
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
が
関
係
す
る
男
性
の
疾
病
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　
中
咽
頭
が
ん
・
陰
茎
が
ん
・
肛
門

が
ん
・
尖
圭
コ
ン
ジ
ロ
ー
マ
な
ど
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
期
待
で
き
る
こ

と
は
。

答
【
健
康
課
長
】

　

Ｈ
Ｐ
Ｖ
は
男
性
も
か
か
る
病
気
の

た
め
、
性
交
渉
で
の
感
染
が
ほ
と
ん

ど
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
、
こ
れ

ら
の
病
気
を
予
防
す
る
こ
と
が
、
自

分
と
パ
ー
ト
ナ
ー
を
病
気
か
ら
守
る

こ
と
に
も
な
る
。

問
　

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

は
、
町
民
の
健
康
を
守
り
、
将
来
の

子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策
に
も
な
る
。

　
費
用
の
助
成
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
【
健
康
課
長
】

　
男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種

に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
の
審
議
会

で
は
効
果
や
疾
病
負
荷
が
十
分
に
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。
現
在
、
安

全
性
が
議
論
さ
れ
て
い
る
。

　
国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
、
今
後
、
検
討
し
て
い
く
。

HPVワクチン接種の推進を
健康課長「�未接種の方の予約方法など�

検討していく」

男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助
成
を

健
康
課
長
「�

国
や
他
の
自
治
体
の
動
向
を�

注
視
し
今
後
検
討
し
て
い
く
」

※
１　
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
接
種

　
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
勧
奨
差
し

控
え
の
間
、
公
費
で
の
接
種
機
会
を

逃
し
た
方
に
あ
ら
た
め
て
公
費
で
の

接
種
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と
。

※
２　

予
防
接
種
を
完
了
す
る
に

は
、
期
間
を
お
い
て
３
回
接
種
が
必

要
な
た
め
半
年
程
度
か
か
る
。

　
自
己
負
担
額
は
、
９
価
ワ
ク
チ
ン

は
約
10
万
円
。
２
価
ワ
ク
チ
ン
・
４

価
ワ
ク
チ
ン
は
４
～
５
万
円
と
な

る
。

答
【
健
康
課
長
】

　
母
子
手
帳
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の

ア
プ
リ
。
ま
た
は
、
オ
ア
シ
ス
篠
栗

の
健
康
課
に
問
い
合
わ
せ
る
と
予
防

接
種
履
歴
情
報
を
交
付
す
る
。
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品川 静

不登校児童生徒に
『学びの機会』の充実を

教育長「�いろんな施設の関わりを�
検討したい」

問
　
全
国
の
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
が
約
30
万
人
と
過
去
最
多
と

な
っ
た
。

　
文
部
科
学
省
は
不
登
校
対
策
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
を
公
表
し
、
取
り

組
み
の
一
層
の
充
実
に
努
め
る
よ
う

通
知
し
て
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
問

う
。

　
町
内
の
不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状

と
傾
向
は
。

答
【
教
育
長
】

　
昨
年
10
月
現
在
で
１
０
７
名
。
コ

ロ
ナ
禍
で
の
生
活
環
境
の
変
化
や
制

限
に
よ
る
友
好
関
係
の
築
き
に
く
さ

な
ど
を
背
景
に
多
岐
に
わ
た
る
要
因

で
増
え
て
い
る
。

問
　
プ
ラ
ン
目
標
に
、
教
育
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
が
あ
る
。
現
状
、

低
学
年
に
は
不
向
き
の
よ
う
だ
が
認

識
は
。

答
【
教
育
長
】

　
今
年
度
、
特
別
支
援
教
育
相
談
員

を
配
置
し
た
。
現
在
は
学
習
指
導
中

心
だ
が
、
不
登
校
支
援
の
情
報
発
信

や
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど
積
極

的
な
活
用
を
考
え
て
い
る
。

問
　
居
場
所
と
し
て
児
童
館
の
利
用
を

始
め
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
と
課
題

は
。

答
【
教
育
長
】

　
学
び
の
場
と
し
て
の
活
用
に
は
限

界
が
あ
る
が
、
一
時
的
な
居
場
所
の

提
供
と
し
て
有
意
義
だ
と
考
え
る
。

生
き
る
力
を
つ
け
る
場
所
と
し
て
、

い
ろ
ん
な
施
設
と
の
関
わ
り
は
検
討

す
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
保
護
者
や
児
童
生
徒
と
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
相
談
な
ど
、
こ
こ

ろ
の
支
援
と
し
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
活

用
の
状
況
は
。

答
【
教
育
長
】

　
心
の
健
康
に
焦
点
を
当
て
た
ア
ン

ケ
ー
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

問
　

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
な
ど
の
環
境
は
、
非
言

語
情
報
に
有
効
で
は
。

答
【
教
育
長
】

　

各
専
門
家
を
配
置
し
て
い
る
の

で
、
相
談
先
の
紹
介
も
含
め
、
窓
口

を
検
討
し
た
い
。

問
　

用
意
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
く

あ
っ
て
も
、
機
能
し
て
い
な
い
の
で

は
。

答
【
教
育
長
】

　
保
護
者
に
、よ
り
わ
か
り
や
す
く
、

子
ど
も
た
ち
を
守
れ
る
支
援
体
制
を

整
え
た
い
。

問
　
教
職
員
は
、
対
応
す
べ
き
こ
と
が

既
に
山
ほ
ど
あ
る
。
今
以
上
の
不
登

校
へ
の
取
り
組
み
に
は
、
か
な
り
の

負
荷
が
懸
念
さ
れ
る
が
対
策
は
。

答
【
教
育
長
】

　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
受
け
た
専
門
家

が
児
童
生
徒
や
保
護
者
の
支
援
を
行

い
、
教
員
が
教
育
活
動
に
集
中
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問
　
不
登
校
が
子
ど
も
を
取
り
巻
く
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
を
表
し
て
い
る
の
で

は
。
町
と
し
て
ど
う
考
え
、
取
り
組

む
の
か
。

答
【
教
育
長
】

　

教
員
に
よ
る
家
庭
訪
問
や
面
談
、

専
門
家
を
活
用
し
、
心
情
に
寄
り
添

う
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
い
る
。

し
か
し
、
対
応
に
は
限
界
が
あ
る
と

い
う
現
実
も
あ
る
た
め
、
民
間
と
の

連
携
を
強
化
し
、
相
互
に
協
力
補
完

す
る
体
制
構
築
が
重
要
で
あ
る
。
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旬し
ゅ
ん

花か

衆し
ゅ
う

灯と
う

輝く まちの宝輝く まちの宝

　
生
活
様
式
の
大
き
な
変
化
を
経
験

し
、
暮
ら
し
に
対
す
る
価
値
観
は
、

ど
ん
ど
ん
変
化
し
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。

　
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
研
修
で
、「
今
、

森
の
中
で
生
き
て
い
る
植
物
や
生
き

物
た
ち
は
、
環
境
に
合
わ
せ
て
変
化

す
る
こ
と
で
、
生
き
延
び
て
き
た
存

在
。
そ
の
工
夫
の
数
々
が
、
多
様
な

生
態
系
を
築
い
て
い
る
。」
と
い
う

話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
自
然
豊
か
な
篠
栗
町
に
暮
ら
し
な

が
ら
も
、
尊
い
自
然
の
営
み
を
、
意

識
す
る
こ
と
は
少
な
い
か
も
し
ま
せ

ん
。

　

変
わ
る
も
の
と
変
わ
ら
な
い
も

の
、
よ
り
よ
く
生
き
る
た
め
の
秘
訣

を
自
然
（
自
ず
か
ら
然
り
）
か
ら
改

め
て
学
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

品
川　
静

３
月
議
会
は

３
／
4
月	

開
会

３
／
6
水	

一
般
質
問

の
予
定
で
す

の
予
定
で
す

※
ラ
イ
ブ
中
継
を
再
開
し
ま
す
。

※
ラ
イ
ブ
中
継
を
再
開
し
ま
す
。

　　　　　�　北地区産業団地イベント広場IRUGASAS
（イルガーサ）創業祭2023が開催されました。

　名前がSASAGURIを反対読みに由来するこの広場からは、
米ノ山や若杉山をはじめ篠栗町を一望することができます。
新しい観光スポットにぜひ訪れてみてください。

創業祭
2023


